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３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成31年４月16日から平成31年
６月３日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成31年４月24日14時30分
 開催場所 名古屋大学医学部附属病院中央
診療棟A ３階会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary
 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31
 Nature and quantity of the products to be

purchased : Respiratory support system 1

Set
 Type of the procurement : Purchase
 Basic requirements of the procurement :
Ａ Correspondence that can be in a wide

variety of modes to the patients ventilat‑

or to adult from newborn.
Ｂ When using the heating and humidify‑

ing apparatus, it can be automatically

controlled heating and humidifying the

air.
Ｃ Apnea monitoring can be set freely and

backup forced ventilation can be per‑

formed as needed.
Ｄ The ventilator can be linked with the

existing hospital information system and

departmental system.
Ｅ It is mounted on a dedicated trolley

(frame), that the movable range of the

circuit supporting arm is wide.
Ｆ The system should be protected

against power outages and gas supply in‑

terruption due to disasters.
Ｇ Nasal type continuous positive pres‑

sure breathing assistance apparatus that

can positive pressure ventilation of the

biphasic.
Ｈ Ventilation system not only dedicated

breathing circuit, the existing generic cir‑

cuit can also be used.
 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 16 : 00 3 June, 2019

 Contact point for the notice : Yukiko

Furuichi, Accouting Division, National Uni‑

versity Corporation Nagoya University

School of Medicine, 65 Tsurumai‑cho

Showa‑ku Nagoya‑shi 4668560 Japan,
TEL 0527442782

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 31 年４月 16 日
国立大学法人大阪大学総長 西尾章治郎

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 27
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 14
 導入計画物品及び数量 原子核物理学計算
機システム 一式
 調達方法 借入
 導入予定時期 平成32年度９月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 本システムは、計算サーバーとストレー
ジサーバー等から構成され、原子核物理学
の研究に十分な性能を備えていること。
Ｂ 原子核物理学の研究に必要な各種ソフト
ウエアの利用ができること。
Ｃ 国際共同利用・共同研究拠点である核物
理研究センターが、その責務を果たす事が
できるように、必要な運用、管理機能、お
よび保守支援体制を備えていること。
Ｄ 現システムから速やかに移行できるこ
と。
Ｅ 核物理研究センターのネットワークに接
続し、セキュリティ、運用性、信頼性に優
れた動作をすること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成31年５月23日17時
15分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒5650871 大阪府吹田市山田丘
１１ 大阪大学財務部契約課契約第二係
山本 光一 電話0668794010

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成31年４月16日から平成31年
５月23日まで。
 交付場所 上記２に同じ。

４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成31年４月23日14時00分
 開催場所 大阪大学核物理研究センター大
会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 14

 Nature and quantity of the products to be

rent : Computer System for Nuclear Phys‑

ics 1 Set

 Type of the procurement : Rent

 Basic requirements of the procurement :

A The system must consist of computa‑

tion servers, storage servers and other

servers,which must have sufficient per‑

formance required for nuclear physics re‑

search.

B The system must be equipped with soft‑

ware required for nuclear physics re‑

search.

C The system must have administration,

operation and maintenance features,

which support and provide stable service

to our users. The provider of the system

must have support and maintenance ser‑

vices.

D The replacement to the new system

must be done smoothly from the current

system.

E The system must be connected to the

network at the Research Center for Nu‑

clear Physics. It must be operated along

the security policy and with high op‑

erationability and reliability.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 15 23 May, 2019

 Contact point for the notice : YAMA‑

MOTO Koichi, Contract Division, Departm‑

ent of Finance, Osaka University, 11
Yamadaoka Suita‑shi Osaka 565  0871
Japan, TEL 0668794010

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 31 年４月 16 日

国立大学法人神戸大学
契約担当役 理事 加藤 健

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 28
〇第２号
１ 調達内容
 品目分類番号 20
 導入計画物品及び数量 練習船 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成32年度１月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 船体は総トン数850トン未満とし、船質
は鋼製、船橋甲板以上の構造物はアルミ合
金製とし、船首楼付二層甲板船又は二層甲
板船とする。資格はＪＧ第四種船、航行区
域は近海区域（非国際）とする。
Ｂ 航海速力は約12ノット、連続行動日数は
約20日、航続距離は5000海里程度（10ノッ
トの場合）とし、最大搭載人数は68名であ
ること。
Ｃ 推進装置は、十分な安全性・操縦性のた
めの推進機構を有し、推進方法は主に
ディーゼル推進とするが、６ノット程度ま
では電気推進も可能とする。発電機関は主
発電機関にて航海・実習に十分な容量であ
ること。また、災害時の陸上への給電機能
を装備していること。停泊時においても燃
費性能に優れた発電装置を装備すること。
これらには適切な防音・防振対策及び温室
効果ガスの排出削減（２次規制）を考慮し
た対策を施すこと。
Ｄ 運航時における高速から微速航行時の船
速まで速力制御が容易にでき、また漂泊、
定点保持及び微速航行時において、操業試
験・観測・実習及び調査作業が円滑に行え
るように十分配慮すること。
Ｅ 良好な復原性及び凌波性を有し、安全航
行ができること。


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